
実践研究論文

教師の働き方をどのように捉えるか

一小学校教諭の業務の実態およびそれに関わる意識と感情に着目してー

元生安宏

（学校経営力高度化コース第８期生）

１　研究の背景と目的

ＯＥＣＤ 国際指導環境調査(TALIS2013 ・ TALIS2018）や文部科学省の実施した教員勤務実態

調査(2016) によって，日本の教師の長時間勤務の‘看過できない実態’が再び注目されている。

現在の日本社会で進められている働き方改革の申で,教師の長時間勤務を前提とした働き方は，

いわゆる「ブラックな職場」として学校が認識されることとなった。その状態を放置すること

は，教師を目指す人材の減少を招くとともに，新学習指導要領の着実な実施とって大きな阻害

要因とも成り得る。学校における教師の働き方改革は，まずもって時間外勤務の縮減が欠かせ

ない。

それに対し，教育行政及び学校現場では様々な取組や対策が進められている。　2 0 17 年６

月に文部科学大臣からの諮問を受け，中間まとめを経て2  0 19 年１月２５日には，中央教育

審議会が「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校にお

ける働き方改革に関する総合的な方策について」の答申を行った。またその動きに合わせ，文

部科学省は「学校における働き方改革に関する緊急対策」(2017) や「公立学校の教師の勤務時

間の上限に関するガイドライン」(2019) 等を策定し，勤務時間の上限の目安時間や業務の役割

分担・適正化を進める取組等を示した。それを受け，全国の教育委員会・学校で払 長時間勤

務を是正するべく，方針の策定・取組事例集の作成など具体的な動きが見られる。

しかし，教師の長時間勤務の実態は，外的・内的を含め様々な要因が複雑に関係し合い生じ

ていると考えられる。水本(2007) の「授業は子どもと教師のコミュニケーションであるが，

教育と意図がまず教師側にありつつ払 子どもの側にすでに常に意思決定の主体としての自由

が開かれ，教育の意図でさえもが子どもとのコミュニケーションから回顧的に形成されるほか

はない」や榊原(2012) の「教師の労働はモノに対する労働と違い，その環境を自分の手です

べて整えることができない対人労働であることに加えて，自分の働きかける方向に沿って相手

のニーズが必ずしも存在するわけではないという特徴をもつ」との指摘にもあるように，教育

という営みが複雑性･不確実性を内包するゆえに,教師の働き方ぱ 自分たちのことであって払

自分たちだけでは決めることが難しい”という困難さがあると考えられる。また，上記の答申や

対策の根拠ともなっている教員勤務実態調査(2016) は，出退勤時刻や学内勤務時間など教師

の平均的な勤務の状況とともに，７日間の勤務実態を対象となった教師自らが３０分単位で記

録し，勤務時間の内訳として各業務に係る時間などを調査している。　この調査によって，勤務

時間に影響を及ぼす要素や個人差の大きい業務について明らかになったものの，教師の働き方
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の特性やそこから生じている問題を捉えることは難しいのではないだろうか。

これらのことを十分に理解せずに教師個人や各学校に更なる効率化を求め，”月80 時間越え

を「ゼロ」にする”といった数値目標を示すことは，目標を達成することのみを目的化すること

につながり，場当たり的,精神論的な方策を生み出し，かえって学校現場に新たな葛藤や混乱，

問題を生じさせる恐れがある。

上記の問題意識のもと，本研究では，現在の学校現場における教師の業務の実態およびそれ

に関わる意識や感情に着目して,教師の働き方をどのように捉えればよいかについて検討する。

そして，今後の働き方改革における可能性とその問題点を考察する。

２　研究の方法と調査対象

２－１　研究方法

本研究ではＳ小学校に勤務するＡ 教諭の業務の実態について現地調査を実施した。調査で

は，Ａ教諭が行っている業務を詳細に把握するため，出勤から退勤までを通した非参与観察を

行いノートに記録した。特に，授業や学習指導など児童と関わる場面については，業務の変化

が激しいことが予備研究において観察されたため，それらの場面ではノートに加え，ビデオカ

メラによる記録も行うこととした。また，観察終了後にＡ教諭に対してインタビュー調査を実

施した。インタビュー項目は①今日の一日の仕事を振り返り，どのような一日であったか②自

らの働き方についてどのように感じているか③それを感じる具体的な場面の３項目を必須とし，

それらに関わる内容について自由に語ってもらうこととした。観察とインタビューの結果を関

連付けながら，Ａ教諭の働き方について多面的に捉えることができると考えた。

２－２　調査対象

Ａ教諭について

・40 歳代　　・女性　　・既婚　　・６歳未満の児童あり

・経験年数１０年以上　　　　・１年生担任　　・学年主任

・Ｓ小学校に今年度から勤務している

・幼稚園教諭であった経験をもつ　　・担当する１年生は４学級

Ｓ小 学校 につい て

・児童数約６５０人

・校区は閑静な郊外の住宅街

・基本的生活習慣は整っている

・各学年の学級数は３～４クラス

・教職員数　 ４３人

・家庭の生活水準・教育力は高い

・保護者・地域住民同士のつながりは強くない

・児童は人との関わりに消極的な面がある
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３　教員勤務実態調査で捉えたＡ教諭の一日の働き方

本研究での調査方法と比較･ 検討するため，教員勤務実態調査(2016) の調査方法に基づき，

観察を実施した一日の勤務の状況について，Ａ教諭自身に回答してもらった。①業務記録（表

１）は，３０分単位で行った業務を，勤務実態調査の業務分類表（表２）から選んで記録して

いる。以下がその結果である。

①日付　令和元年　１２月３日（火）

②出勤時刻　８時０７分　退勤時刻１７時１３分

③休憩時間　５分

①業務記録

８：００～８：３０ e: 成績処理

８：３０～９：００ bl : 授業（主担当）

９：００～９：３０ bl : 授業（主担当）

９：３０～１０：００ bl : 授業（主担当）

１０：００～１０：３０ bl : 授業（主担当）

１０：３０～ 囗 ：００ bl : 授業（主担当）

囗 ：００～ 囗 ：３０ bl : 授業（主担当）

囗 ：３０～１２：００ bl : 授業（主担当）

１２：００～１２：３０ bl : 授業（主担当）

１２：３０～１３：００ f: 生徒指導（集団）

１３：００～１３：３０ d: 学習指導

１３：３０～１４：００ bl : 授業（主担当）

１４：００～１４：３０ bl : 授業（主担当）

１４：３０～１５：００ e: 成績処理

１５：００～１５：３０ c: 授業準備

１５：３０～１６：００ ｍｌ：職員会議・学年会などの会議

１６：００～１６：３０ ｍｌ：職員会議・学年会などの会議

１６：３０～１７：００ 汰観察者によるインタビュー実施

１７：００～１７：３０ ｕ：その他の校務

表 ２　 勤 務実 態調査 の業 務分類 表

ａ　朝の業務

b1 授業（主担当）

b2 授業（補助）

ｃ　授業準備

ｄ　学習指導

ｅ　成績処置

ｆ　生徒指導（集団）

ｇ　生徒指導（個別）

ｈ　部活動・クラブ活動

Ｉ　児童会・生徒会指導

Ｊ　学校行事

Ｋ　学年・学級経営

Ｌ　学校経営

m1 職員会議・学年会などの会議

m2 個別の打ち合わせ

n1 事務（調査への回答）

n2 事務（学納金関連）

n3 事務（その他）

ｏ　校内研修

ｐ　保護者・ＰＴＡ対応

ｑ　地域対応

ｒ　行政・関係団体対応

ｓ　校務としての研修

ｔ　会議・打合せ（校外）

ｕ　その他の校務

ｖ　休憩

教員勤務実態調査(2016) 調査票より引用

表１　Ａ教諭の業務記録

休憩時間が５分程度と極めて少ないものの，勤務時間については９時間６分と2016 年調査

の小学校教諭平均である11 時間15 分よりかなり少ない。また，勤務実態調査で業務を捉える

と，授業に５時間，授業準備に30 分，成績処理に１時間，学習指導に30 分，生徒指導に30

分，会議に１時間，その他の校務に30 分になる。すべての業務が勤務時間内に行われており，

勤務時間外及び学校外で一切の業務を行っていない。　このデータから見るＡ 教諭の働き方は，

現在の学校現場における働き方改革の視点から見た場合，“大きな問題のない働き方"として捉

えられ,注目されることはない。しかし，その働き方に本当に“大きな問題"はないのだろうか。
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４　Ａ 教諭 の自 らの働 き方 に関 わる意識構 造

以前の教材をもとに

教材を作る

その 日の 提出物 等｢よ

その 日に処 理する

家廈学習を朝休みに

採点・確認する

何かをさせている間に

他の業務をする

自 分の隙 間の 時間を つくる

円蓊ふ 仁心 〕

自分の やり方

自分 ででき ること は自 分でさせ る

幼稚圜教諭であった経験

５歳児の能力の高さを認識

¬

教師の指示がなくてもできる

二

何もできない存在ではない

その後の成長に芒が出る

笋 ］こ 白目 ］
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←

スタンス｢よ変わらない

里 聖 哲 二_

子どもたちの自習時間の活用

補助教員のよさ

¬

授架への補助

若手教員への給食補助 テスト時間の活用

¬

休み時間の活用

図１　Ａ教諭の働き方に関わる意識構造

インタビューを分析し，Ａ教諭の自らの働き方に関わる意識構造を図１に表した。観察を実

施し九日の働き方について，Ａ教諭は「コンスタントにこんな感じです。あまり変わらず。」と

述べており，平均的な一日であったことが分かる。また，現在の自分の働き方に対しては困難

さをあまり感じていない。その理由として，低学年担任の授業時間の少なさ（１年生は１日あ

たり５時間授業）とそれに伴って放課後の時間に余裕があることを挙げている。また子どもた

ちに何かをさせている問に他の業務をしたり，その日の提出物等はその日に処理し返却したり，

時間をできるだけ効率よく使うという“自分のやり方”によって，日々の忙しさに大きな変化が

生じないようにするとともに，早く帰宅でき，持ち帰り仕事もない働き方が実現できていると

考えている。一日の業務を自らがある程度コントロールできている状態にあると認識しており，

個業的に業務を進めていくことのメリットを感じている。また，Ａ教諭は幼稚園教諭であった

経験から，幼稚園の５歳児はいろいろなことを自立的に行うことができる力があることを認識

しており，小学校１年生であっても自分のことは自分でさせる必要性を感じている。自立を促

すことで，中学年・高学年になったときに大きな成長が期待できるとともに，児童が自立的に

活動することで教師の負担を減らすことにもつながると考えている。一方で，現在の働き方に

変化が生じることへの不安を持っている。特に，児童のケガや生徒指導上の問題，保護者対応

などが生じたときの際限のなさなど，勤務時間に変化が生じることがその要因である。それに

加え，来年度から教科書変更や高学年担任になる可能性などにも不安を覚えているが，あくま

でスタンスを変えず，“自分のやり方“を適応させて，変化に対応することを想定している。



５　Ａ教諭の働き方の実際

時間外勤務ができない制約がある中で，「自分のやり方」によって効率よく業務を行い，「自

分でできることは自分でさせる」ことで子どもたちを成長させるというＡ教諭の意識は，実際

の働き方にどのような形で現れるのだろうか。観察の結果,以下の特徴的な働き方が見られた。

５－１　業務の二重化

３時間目の国語科の授業の中で，児童に「囗づけとよう囗」という教材文をワークシートに

視写させ，同時に提出物の確認を行う場面（図２）が確認できた。使用されている教科書の指

導計画に，ワークシートへの視写を

行う学習が設定されており，その時

間を活用したものである。インタビ

ューにおいても「もう何回もずっと

やってきていて（中略）もうあれ　も

う６回７回ぐらいやっているから」

と述べていることから，何度も繰り

返すことで，児童が自分たちだけで

活動できるようにしている。その間

に，Ａ 教師は教材作成などの授業準

備や提出物の確認しコメント記入，

児童への個別対応などを行う“業務

の二重化”を行っている。観察の中で

は，二重化によって体育カードのチ

ェックに約１０分間，日記帳のチェ

ックに約８分間の時間を生み出して

いる。教師が同時に２つのことを行

うことはできず，二重化する際には

教師の支援なく児童が自立的に活動

を行う必要である。そのために,Ａ 教

諭 は以 下 のよ うな工夫 を行ってい

る。

10 ；47

IC:50

10151

児重g 全: への布示・槭杳

|教刊書ｐ４８を闌くl

l‘･lﾖづlfとよう日I’と繆書き板書］

1本文の１文ずつ読む］※読み翁えると麟の児童が次の文

を読む

児童（全）への指示

［教師の笥読（一文ずつj の後に．全員で読む）

児童（全）への隋示

［教師が諧で衰した一一-十の漢字のlll読みを一人ずつ読

む］

児童( 全) への指示

[なるべく問息わないように窗く]

[ できるだけ美しい字で書く]

[ 自分の教科霽ぱしまう]

？:児童の質問への回答［名前「汢淌して
匝 声 已

？:児童の質問への回答［書き問扈えた

ときはどうするのか←間違えないよう

言 尹 卞

|l 下偕きを攷く］　　　　　　　　　　　　　I ‾‾I`I ‾‾「”‘漾 次　　　　　　　　　　　　 ｜　 づ

りI児童の質問への回答［.S･りがなは書
10 5S 

懇

丿匹－ふ-WT ･+･ 心 ＸＸＩＸＪ心_ルマ　　　　

犬

气晋

一-１２月までの文を 文ずつ1 行で板書する

|卜56

IC:5 汨

11:13

１１ ： １７

１１ ：1S
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児 童 （ 全 ） へ の 指 示

［問 違 え た 場 合 ，２ 回 ま で 肩 し ゴ 厶 で 消 し て よ い ］

L3

[ 書き匱さないでよいように集中]

※3 名の児奎が間違えたことを伝えに来たことによる対応

板書

[３～１２月までの文を一文ずつ１行で板舎する]

※ただし，ふりがなは書かず

体育カードのチェック
【スタンプ`を押す】
ﾔﾐ まHi に

。。ｔｕ 。 。。
卜al

11:os 体育カードを梱に昃す

児童の様子を確記

[児童の机をJ匱に回る]

児童; 全) への指示

[ワークシートの間違いを訂正する]

※児童の栢摘によりワークシートの最後の一文を靈く行の

マスが多いことが分かり．マスに斜線を入れる訂正を行う

日記帳のチェック

[一人に対しておよそ２行程度のコメント記入 ６名]

児童（全）への指示

［11 時25 分に現在のj舌勅を終了する］

図２　業務の二重化か見られる場面
・教材文の字数と対応させたワークシートの使用する

・早く書き終えた場合の対処について余白に絵を描く

・消しゴムで間違え九字を消すことを禁止し，集中して活動するように促す

また，インタビューでも「うまくいっていたら１～３月は１年生は楽なんです。だから１学

期さえ抜けてしまえば，次ああ言うなとかもわかってくるし」と１学期の学級づくりの重要さ

を語っている。



５－２　業務の平準化

家庭学習や授業のワークシートなど，一日に教師が採点や確認を行う提出物は大変多い。Ａ

教諭仏 観察した一日の中で以下のような児童・保護者からの提出物を処理している。

①保護者からの連絡帳１２冊

②漢字ノート２７冊

③音読カード２７枚

①計算プリント２７枚

⑤日記帳６冊

⑥体育ワークシート２７枚

⑦国語ワークシート２７枚

Ｓ：０５

登岐

蕕勧叨整壥

冢庭学習擺出

蓮絡帳擢出

体育服へ册替える

翩休み

二 言 二言二
〇　[
‾ニノ

8:07

ＵI

８

Ｅ

８ ：

汨 ：

時間管理システム入力（出勤）・出動濤瞭印

更衣(詈段看⇒ジャージ)

出席簿取り出し

冂 匹 元 匹 丿ｺ

ﾜ: 児童への声掛け［体育への参加意思
萍 ＝ ＝ 〒

？:児莖への依頼［他クラスの出席溥を
立 言 大 判

?:児童の質問への回答［なわとびを休
匹 四 千

してよいj

？;児童の質問への回答［体育眠の下に

下看を蓍てよいか←汗をかくのでダメ］

l: 児童の 行為への注菎［上蓍を振り回

して遊ぷ児童|匸止めるように注意］

分）に，児童に間違いを訂正させ　　　　　　図３　業務の平準化が見られる場面①

る。そのためにＡ教諭は，児童に登校後すぐに教師机の前にある提出用のかごに提出物を分類

して提出させ，始業前の２０分間を使って確認・採点を行っている。合わせて，①の保護者か

らの連絡帳もすぐに提出させ，内容に応じてコメントを記入したり，該当の児童に直接話しか

けたりして処理している。（図３）

また，児童に対して日記帳を一週間に１回書くことを家庭学習として課しているが，その提

出日を月曜日から金曜日に分散させ，提出する人数を１日あたり５～６人にしている。　日記に

書かれた内容を読み取り，２行程度のコメントを書くことはその内容によって必要な時間に差

が出やすい。一日あたりの数を減らすことは，時間の見通しが立つとともに負担感も少なく感

じていると考えられる。

その他⑥⑦といったノート

やワークシートといった授業

の評価物は，できた児童から持

ってくるように指示をして，５

分休憩や給食時間を使って確

認を済ませ，放課後・翌日に持

ち越さないようにしている様

子が観察できる。（図４）

インタビューにおいても「そ

の日来九分はその日に返す。も

う，ローテーションで。」と述べ

ていることからも，“業務の平準

中間休み

家 庭学習の直 しが

あ る児童｢ま教室で

行う

そ の他の児 童｢よ運

動場へ遊びに行く

化" を進 めてい ること が読 み取 れる。

Ｄ
25

児童〔全）への指示

［家庭学習の匱しが必 要な児靈の名前を呷ぴながら，その

ノートを黒板前の教壇に置いていく 対象２１名］

［直しがない児童はなわとびの練習をしてもよ い］

連絡帳の返事記入［3名の児童］

家庭学習の直しチェック

[21 名の児童]

※断続的に児童が来るため，連絡帳の記入と同時並行で

進める。

10；33

10:35

教室の掲示初入れ替え

[各児童の生活科のボートフ ォリオを新 しい記録カードに

入れ替える]

？ 児童の対応[ 他の児童が教室で走つ
牛 自 失

いて解決]

？ 児童への声掛け[ 漢字ノートの字を
呼 七 千

ﾜI 児童への声褂｢す[宿題の計算問題が
口 匹 叩

る]

り:児童への声掛けL 通級指導へ通う児
童へ, 担当教諭が本日休みであることを

作 牛

る]

10 j6　板書を消す

lﾖ記帳
のチェック
[ｅ名の児童]　　　　　　　　　　　　　　　 ｗ児童の対応[児童から友だちが仲艮
7FEE こ

ａ ｈ～ 。 。

匹ぽ 宗 本

図４　業務の平準化が見られる場面②
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５－３　業務のパターン化

今までの経験によって蓄積した教材や指導方法を繰り返し使用することで,効率を高める“業

務のパターン化"が見られる。Ａ教諭は昨年度も他校にて１年生を担任していたことから，各教

科の指導内容について把握しており，授業準備に多くの時間を必要としていないことが分かる。

観察の中で払 朝の会を日直の児童が進行している開申児童がワークシートに名前を書いてい

８：４０

翩の会

日直 （２名の児童）

による司 会進行

・今日の時闢曹||

・スピーチ

一先生からの連絡

一朝の歌

８：５０

１時間目

体育

なわとぴ・ゆっくり

か けあ し 【２ 分間

走】初回

体 育カ ー ドに新 し

い 学習 プ リント を

貼り 付ける

8:42　？ 豐ａ ｎ。 ふ1

8:46

8:51

提出物の整理

授業準備
［２分間走で使用する円錐形の印囗個作成］

朝の歌の伴奏
[教師机横の電子オルガンを演奏]

日直への指示
[健康観察カードを日直が机まで取り來で．廊下のフック
に掛ける]

児童（仝）への指示
［時間割変更 １時間目⇔２時間目］

板書
［３種のなわとびの跳び方とかげあしのコース図］

授業準備
［２分間走で使用する円錐形の印囗個作成］

説明
[動作を忖けながら，か｢すあしとび･まえとび･うしろとび
の跳び方の説明をする)

9: 児童への声捗卜1ﾅ［体調はどうか］

ａ： 児童への声 掛け［スピーＪは詳しく

伝えるように日直にアド バイス］

？:児童の質問への回答l今は.なわとび
ができないけど良いかーかまわない

これから練習する1

｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜　　lｙ.児童゚ 冒.問？)9 答.(黒板右側゙ )図

図 ５　 業 務 の パ タ ー ン 化 が 見 ら れ る 場 面 ①

る間など，前述の業務の二

重化によって生み出した時

間を利用して，必要な教材

を作成している姿（図５）が

見られた。また，放課後に職

員室で教科書を確認したり，

昨年度作成したワークシー

トを一部書き直したりする

様子（図６）が見られた。蜆

察した１囗では授業準備に

費今し九時間は合計３０分

程度であった。インタビュ

－でも「ワークシートは全部手書きでしたいので，全部ノートに書いて，貯めといて　でも去

年も同じ１年やけど，またなんかクラスの雰囲気で違うから作り直してって」と述べており，

パターン化しつつ払 児童の実態に合わせて改善を重ねていることが分かる。

また，指導方法をパターン化することは，教師の指

示なく児童が自分で行動できるための手法ともなっ

ていることは，前述のとおりである。加えて，授業以

外で払 登校後は教師の机の前にあるかごに種類ごと

に宿題を提出したり，自分の持ち場の掃除が早く終わ

った児童は，返却物を他の児童に返却したりする姿が

見られた。しかもその動きは一方通行になるように伝

えられているので，混み合ったり，取り合いになった

りすることはない。毎日の生活をパターン化し，児童

が自ら動くことで，教師の業務をできるだけ少なくし

ている。インタビューでも「あとは子供らも覚えてき

ぞうきんで黒板黔木拭きずる

14 37 電1｢Ｆ｣1す

更衣：ジャージＱ冨妙.貭J

14 匍

15 1 沿

休Ｍr コー匕一和入れて飲む】

個 人Γη ／ － 卜P4; 革 偏

;x ｔ 小 テ ス ト の 採 点 ・ ａ ｎ ．

同学亂の他の教齢と悁鶻文換

｢儔ぬの暖戔中の大気の変化1ごついてl

lχ會か釋･(てい心バンジーの鵯え鶫えr=･jいてj

教紳研究

'Illの敕Ｕ魯笋･見る1
{・liワ クシ ト作成]

図６　業務のパターン化か見られる場面②

たら，あれしとくの払 掃除終わったら必ずあそこに，たまっているものは勝手に配りに行く

し，あそこは，必ず一方通行ねと言っていて。　うん。だからそれはもう勝手にしてくれるし，

掃除もこのやりかたって　たぶん，私かいなくてもそれはやっているし。できることを増やし

ときたいっていう。かんじで。」と述べ，意図的に行っていることが分かる。

99



５－４　空間の活用

Ａ 教諭はその経験か

ら指示に対して児童が

混乱することがないよ

うに様々な配慮を行っ

ているが,教室のレイア

ウトにもその工夫が見

られる。

提出物申返却物など

教師机の前に専用のか

ごを用意することで,教

師の動線を少なくする

とともに教師の指示がな
図７　Ａ教諭の教室のレイアウト

くて も児 童 が宿題 や連 絡帳 を提出 す る ことが可 能 となっ てい る。 また， 提 出物 の向 きを そろ え

るなど必要な指示が書かれた掲示物（写真１）によって業務の

簡素化を進めている。また，児童が頻繁に使う教材（算数セッ

トや鍵盤ハーモニカなど）をあえて廊下にある３段棚（写真２）

に名簿順で並べている。廊下のスペースを活用するとともに，

一段ずつ取りに行くように指示をしたり，教室後方の扉から

出て，必要なものを取り，前方の扉から教室に戻ってくるよう

写真１　教師机前の様子　　 に動線を整理したりして，混乱が起きないようにしている。

児童の机の並び方は図７のようなレイアウトになっており，

ﾄﾞ 固別対応が必要な時に対象の児童の近くで指導できるように

’工夫している。実際に児童の様子を確認する姿が多くみられ

た。体育科の縄跳びの学習で払 実際に児童が練習する場面で

は，横一列に並ばせることによって，一人一人の活動の様子を

｜ 確認しやすくしている。

５－５　個別対応の多さ

Ａ教諭は，個々の児童に対して指導を行ったり，指示を出したりするといっか個別対応を多

く行っていることが観察できた。その回数は，蜆察した一日で延べ９０回を超える。その多く

は授業もしくは給食時間中に行われている。

１時間目の体育では，縄跳びの練習の際は，児童を横一列に並ばせ，巡回しながら間違った

跳び方をしている児童に指導を行っていた。また，３時間目・５時間目の国語では，ワークシ
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－卜やノートへの記述内容を巡回しながら確認し，学習が進んでいない児童には横について指

導する場面が確認できた。給食時間において払　自らの食事時間を約５分間に抑え，児童一人

一人の机を巡回して，食べ終わる時刻に間に合わない様子が見られると時間を意識して食べる

ように伝えたり，児童の食べるペースを見守ったりする姿が見られた。　これらの多くは，児童

の活動時間に大きな差が出ないように，意図的に個別対応を行っているものと考えられる。

一方で，児童の予期せぬ反応辛行動によって個別対応では対応しきれずに，児童全体への指

板葺
[児童から出た意見を抜書する1

嵋意図的に板番する内容を取捨遭択して/Iクリスマス会"
“二字期がんばった会‾の二つの意見に集約？

．児童（全）への指示
［クリスマス会でもいい児童は撃手をする〕

｜

｜
・児置〔全）への拍示
［クリスマス会が絶対嫁な児童は峯手をする］

｜

｜
児童･1全）への問いかけ
［2学期にはどんな出来事や行事があったか］
※挙手した児重から２名選んで指名・皃冥させる

｜

｜
児奮C 全）への問いかけ
［がんぱ･ｺた蛮はよいと思わないか］
倔 ’がんぱつた会”と書いた板書を指さしながら「これ．よ
くない？」と発言することから．議論の進めようという意図

が感じられる

｜
:詼書

じこ字期をがんぱったから̈ と板書する〕

児魘（全）への指示
［“二学期がんば。たから･Iの続きに何を入れるか考えるj

12:03 :板書
［I’クリスマスパーティーをしよう’と板書するl

裘直前に書いた板書’二学期をがんぱつたから’との間は１
行分スペースをとって板書する

図８　 学級活 動 の場 面

示や授業計画を変更せざるを得ない場面も

観察できた。　４時間目の学級活動は，その

ねらいから子どもたちが主体的に学習を進

めていく時間であり，Ａ 教諭はファシリデ

ーターとしてふるまう様子（図８）が見ら

れた。　しかし，完全には委ねることが難し

いと判断し，次のような介入をしている。

はじめに議題を何にするか子どもたちが考

える場面で，１２月から連想するものを出

し合い，出た意見を黒板に書き言‘２学期の

終わりにお楽しみ会を行うこど を子ども

たちが提案できるように試みが，Ａ 教諭の

意図とは異なり，お楽しみ会の提案はなか

なか発表されない。そこで「１学期の終わ

りに学級会で何をした？」と付け加え，「お

楽しみ会」と発言した子どもの意見を板書している。また，子どもたちの議論が「クリスマス

会」と「二学期がんばった会」のどちらにするかで停滞した際，「クリスマス会でもいいか。そ

れとも絶対嫌が。」と問うことで，クリスマス会に意見がまとまるよう方向づける様子が見られ

た。給食開始の時間が迫るなかで，今日の学級活動では議題と役割を決める必要があり，計画

通りに行うことを優先した結果であったと推測される。

６　考察

６－１　Ａ教諭の働き方をどのように捉えるか

勤務実態調査で捉えるど 大きな問題のない”Ａ教諭の働き方は，業務の実態およびそれに関

わる意識と感情に着目して捉え直すと，異なる様相を呈する。

Ａ教諭は「遅くまで残れない」という時間的な制約のある中で，業務の二重化・パターン化・

平準化などの「自分のやり方」によって極めて効率的に業務を進め，時間外勤務ができるだけ

生じないように働いている。また，１年生であっても「自分でできることは自分でさせる」こ

とが子どもたちの成長につながるとの思いをもち，前述のパターン化に加え，指示の仕方や教
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材の工夫，教室環境の整備などを行い，教師の指示がなくても子どもたちが自立的に行動でき

るようにしている。一方で，休憩時間が少ないだけではなく，始業前や給食時間にも複数の業

務を行っており，バッファとなる時間は極めて少ない。そのため，予期せぬ子どもたちの言動

によって生じる時間超過の影響を最小限に抑えるため，業務の中断や内容変更あるいは追加な

ど，即興的，時に場当たり的に変化させたり，子どもたちの活動に直接的に介入したりしてい

る。Ａ 教諭の働き方の実相は，“危うい均衡”のもとに回っている状況であると捉えることがで

きる。

Ａ教諭に限らず，育児や介護といった個人的要因により，時間的制約のある中で勤務してい

る教師は少なくない。そういった教師の働き方にある様々な問題は，勤務時間の増減といった

形で顕在化し難い。加えて，新学習指導要領の本格実施による「業務量の増加」と働き方改革

による「勤務時間の抑制」といった外的な要因によって，多くの教師に時間的制約がかかるこ

とになる。そのことにより，教師の働き方が質的に変化し，問題がさらに潜在化することが予

想される。

６－２　子どもたちの自立への影響

子どもたちには自立する力が十分にあることを認識し，子どもたちにできることは任せるべ

きであるという子ども蜆は，多くの教師にとって肯定的に捉えられるものであろう。子どもの

自立を認め，それを促すためには，教師は子どもたちの試行錯誤を見守り，直接的に手出しを

してはいけない。その結果，計画通りに進まないことを教師は許容せざるを得ないし，むしろ

子どもの自立に伴う不確実性をある意味で"楽しむ"態度が求められる。そのためには，教師に

は心理的・時間的な余裕が必要である。

しかし厂‘危うい均衡状態"は，Ａ教諭に限らず多くの教師からそれらの余裕を奪い，｢子ども

たちの自立を認め,任せる｣という子ども蜆とは異なる教育が行われる可能性がある。例えば，

導入時だけではなく，個々の子どもたちが自立的に学習活動を行う場面で払 教師が具体的か

つ多くの指示を出している授業が散見される。そういった授業では，教師は計画通り・時間通

り授業が展開することを優先し，子どもたちに自立的な活動の場を与えない。また，一見する

と子どもたちが自立的に活動しているようだが，教師の意図通りに行動できるように子どもた

ちを指導し，その行動を自動化させている場合もある。例えば，ある学級において子どもたち

だけで廊下に整列し移動する姿や黙々と掃除をする姿などが見られる場合，教師の多くぱ 子

どもたちが育っている"学級であると認識する。しかし，これらの姿が教師の業務量の縮減を目

的に，教師の指導・指示が繰り返し行われたことによって成しえたものであれば，子どもたち

の自立した姿とは言えない。

このように教師の働き方の問題は，日々の教育活動において教師が子どもたちの自立をどう

考え，それをどのように取り入れていくのかという“教育のあり方"に関わる問題とつながって

いると考えられる。
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６－３　日常性から生じる業務の雑多さ

業務の多くは短時間で行われており，短いものだと一分間にも満たないものもある。例えば，

授業で子どもたちの考えをノートに書かせ，その内容を確認するため机問巡視を行う中で，座

る姿勢が悪い子どもや文字を丁寧に書けていない子どもを発見すると，注意や指導を行う。そ

の指導中にトイレに行きたいという他の子どもが現れたため，行ってよいことを伝える。Ａ教

諭においても多く観察されたこのような場面は珍しいものではなく，子どもたちの状態やその

言動に大きな影響を受け，一つの業務であっても連続性が保つことが難しく，“細切れ状態”と

いってもよい。また，文字を丁寧に書くように指導することには，学習指導だけではなく生徒

指導の側面もあるといったように,一つの業務においても複数の意味を持っているものもある。

保田(2014) が，スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の新しい専門職の

配置と教師の役割において「たとえば教科指導を自らの職務とし，それ以外の職務を他の専門

職にまわすような動きはとらない。現状，教師のみが“毎日そこにいて子どもだちと関わる”専

門職である。」と指摘するように卜‘日常的に子どもだちと関わるこど ，すなわち日常性が教師

の専門性の特徴である。それ故に教師の業務は非常に雑多で細切れ状態であると言える。また，

一つ一つの業務は内容によって区別したり，切り分けしたりできるものではない。ある意味で，

教師は日常性から生じる業務の雑多さと向き合い,その中で子どもたちの様々な情報を取得し，

関係性を深めることで，子どもたちに対する指導力の源泉としている。また一方で，雑多さの

縮減を図るため様々なストラテジーを使用している。

６－４　様々な要因の存在

教師の働き方に顕在的または潜在的に影響を与える様々な要因がある。Ａ 教諭もインタビュ

ーで「今ね，一年やからもっているんですよ（維持できている）。ずっと五時間で済むし，あと

（放課後の余裕）があるじゃないですか。時間が。」と述べるように，小学校であれば担当する

学年が低学年と高学年では授業時間数や教科内容等が異なり，働き方に大きな影響を与える。

加えて，Ａ教諭のように育児によって時間的制約がある場合や独身であるため時間的制約がな

い場合など，個人の家庭環境も要因となる。また，今までどのような学校に勤務し，どのよう

な経験を得たのか，子どもたちをどのように育てたいかといった教師の感情や意識も働き方に

大きな影響を与える。

７　おわりに

本研究では，教師の働き方をどのように捉えればよいのかについて，Ａ教諭の業務実態およ

びそれに関わる意識と感情に着目して検討した。　１事例による検討ではあるものの，その働き

方は様々な要因が複雑に関係しあって形成されていることが確認できた。また，教師の働き方

における問題には，多忙化や長時間勤務等の顕在的な問題だけでなく，子どもたちの自立や学

びに関わる潜在的な問題も存在していること，そして教師の働き方は日常性を帯び雑多である
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がゆえに，簡単には分割しがたいものあることも確認できた。何より払 調査方法の差異によ

りＡ教諭の働き方がその印象を大きく変えたことは,教員勤務実態調査等の量的調査だけでは，

教師の働き方を十分に捉えることができないこと，すなわち勤務実態調査では捉えきれない教

師の働き方の特徴かあることが明らかになった。

今後，より多くの事例を調査・分析することで，教師の働き方がどのような要因で変化し得

るのか，また教師の働き方の変化が，子どもたちにどのような影響を与える可能性があるのか

明らかにする必要がある。

長時間労働の実態を是正し，教師が働きやすい環境を整えることは重要である。　しかしそれ

は，子どもたちの学びを豊かにすることにつながるものでなくてはならない。本研究において

教師の働き方の在り様が，子どもたちの学びを変容させる可能性があることを明らかにした。

それは，教師の働き方改革が教育にとって正にも負にも成り得ることを意味する。働き方改革

が真に子どもたちの学びを豊かにするものであるためには，顕在化している問題の解決を急ぐ

あまり教師の働き方とその問題を“単純化"して捉えることなく，その複雑さと向き合い量的・

質的調査を行うなど複眼的に捉えていく必要があると考える。
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